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年
度
指
定
を
め

　
十
日
町
広
域
生
活
圏
協
議
会
設
立

に
つ
い
て
の
関
係
市
町
村
長
会
議

は
、
去
る
八
日
市
役
所
で
開
か
れ
、
同

協
議
会
の
設
立
に
つ
い
て
協
議
し
た

結
果
、
全
会
一
致
で
承
認
。
会
長
に

村
山
十
日
町
市
長
、
副
会
長
に
村
山

津
南
町
長
を
選
任
し
て
、
一
市
二
町

一
村
か
ら
な
る
十
日
町
広
域
生
活
圏

協
議
会
が
正
式
に
発
足
、
四
十
六
年

度
指
定
を
め
ざ
し
て
広
域
行
政
を
推

進
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
村
山
十
日
町
市
畏
、
島

田
市
議
会
議
長
、
小
川
助
役
、
久
保

田
津
南
町
助
役
、
保
坂
同
町
議
長
、

根
津
川
西
町
長
、
和
久
井
同
町
議

長
、
藤
田
中
里
村
長
、
高
橋
同
村
議

長
の
ほ
か
各
市
町
村
企
画
担
当
者
な

ど
士
二
人
が
出
席
、
四
十
六
年
度

広
域
市
町
村
圏
と
し
て
自
治
省
の
指

定
を
受
け
る
た
め
準
備
組
織
と
し

て
、
十
日
町
広
域
生
活
圏
協
議
会
設

立
に
つ
い
て
協
議
し
た
結
果
、
全
会

一
致
で
こ
れ
を
採
択
、
規
約
の
制
定

役
員
の
選
出
な
ど
を
決
め
同
日
正
式

に
協
議
会
が
発
足
し
た
も
の
で
す
。

　
会
長
村
山
謙
吉
（
十
日
町
市

長
）
副
会
長
村
山
正
司
（
津
南
町

岬
市
二

町
聞
村

ご
す

で
広
域
行
政
を
推
進

長
）
理
事
　
根
津
正
三
（
川
西
町

長
）
、
藤
田
五
郎
（
中
里
村
長
）
、

島
田
直
治
（
十
日
町
市
議
会
議
長
）

保
坂
幸
正
（
津
南
町
議
会
議
畏
）
、

和
久
井
精
一
（
川
西
町
議
会
議
長
）

『高
橋
熊
蔵
（
中
里
村
議
会
議
長
）

事
務
局
長
　
小
川
彦
一
郎
（
十
日
町

一市助
役
）
。

十
日
町
広
域
生
活
圏
の
概
況

圏
域
の
概
況

ω
位
置
お
よ
び
構
成
市

　
町
村

＋
日
町
広
域
生

活
圏
は
新
潟
県
の

南
部
に
位
置
し
、

＋
日
町
、
津
南
町

川
西
町
、
中
里
村

の
一
市
二
町
一
村

か
ら
な
っ
て
い
る

　
②
地
域
社

会
経
済
環
境

本
圏
域
は
古
く

か
ら
＋
日
町
市
を

中
心
に
中
魚
沼
郡

一
体
と
な
っ
た
行

政
、
経
済
、
文
化

の
活
動
が
営
ま
れ

て
お
り
、
社
会
経

済
的
に
も
連
帯
感

圏域内の面積と人口推移

　　　　　　　45年は住民登録人口

が
強
い
。

圏
域
の
中
心
で
あ
る
十
日
町
市

は
、
伝
統
の
織
物
産
業
を
主
軸
と
し

て
発
展
度
も
高
く
、
周
辺
地
域
住
民

区　分 面　積

　　鼠膠

人　　　　　口 人口増減率

昭和35 昭和40 昭和45 35～40 40～45

十日町市 211．44 49，854 49，576 49，805 △0．6 △0．5

津南町 171．68 20，072 17，804 16，091 △11．3 △9．6

川　西　町 75．58 13，958 12，197 11，555 △12．6 △5．3

中里村 128．20 9，161 8，341 7，801 △8．9 △6．5

圏域合計㈲ 586．90 93，045 87，918 85，252 △5．5 △3．0

新潟県⑭ 12，575．38 2，442，037 2，398，931 一 △1．8 一

AIB（％） 4．7 3．8 3．7
一 一 一

の
経
済
に
大
き
な
影
響
を
及
ぽ
し
て

い
る
。

　
③
面
積
及
ぴ
人
口

　
本
圏
域
の
総
面
積
は
約
五
百
八
十

七
平
方
キ
。
で
人
口
は
八
万
七
千
九
百

八
十
一
入
（
四
十
年
国
調
）
全
県
比

三
・
七
％
で
最
近
の
出
生
率
の
低
下

と
若
年
労
働
者
の
流
出
に
ょ
り
、
圏

域
全
体
で
減
少
の
一
途
を
た
ど
っ
て

い
る
。

　
㈲
産
業
構
造

　
昭
和
四
十
年
に
お
け
る
圏
域
の
産

業
別
就
業
構
造
は
、
織
物
産
業
を
背

景
と
し
た
第
二
次
産
業
の
割
合
が
二

十
七
・
九
％
と
全
県
平
均
を
上
回
っ

て
お
り
、
農
業
を
中
心
と
し
た
第
一

次
産
業
も
同
様
で
農
業
圏
で
あ
る
こ

と
を
示
し
て
い
る
。

　
⑤
主
要
産
業

　
農
業
は
本
圏
域
の
基
幹
産
業
と
し

て
稲
作
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
が
、

農
家
一
戸
当
り
の
水
田
面
積
は
O
・

五
六
⑫
と
県
内
で
は
も
っ
と
も
零
細

で
あ
る
。
工
業
に
つ
い
て
は
、
織
物

業
の
比
重
が
き
わ
め
て
高
く
経
営
技

術
の
近
代
化
が
促
進
さ
れ
て
い
る
。

　
商
業
は
生
活
水
準
の
上
昇
と
と
も

に
拡
大
傾
向
を
み
せ
て
お
り
、
販
売

額
も
向
上
し
て
い
る
。

ま
た
圏
域
に
指
定
さ
れ
る
と

イ
、
地
方
交
付
税
で
一
圏
域
当
り
三

　
　
億
円
の
割
増
算
入

ロ
、
起
債
配
分
は
一
圏
域
当
り
四
億

　
　
円
（
限
度
額
）

ハ
、
広
域
市
町
村
圏
計
画
に
基
づ
く

　
　
根
幹
事
業
の
国
庫
補
助
金
と
し

　
　
て
二
年
間
に
二
千
万
円

二
、
計
画
策
定
費
と
し
て
百
五
十
万

　
　
円
（
一
圏
域
平
均
）

な
ど
国
か
ら
援
助
さ
れ
ま
す
。

交通指導所を設置
秋の交通安全運動

層

毒敏’

纏

　
秋
の
変
通
安
全
運
動
は
、
去
る
六

臼
か
ら
十
五
日
ま
で
全
国
一
斉
に
行

な
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
期
間
中
、
市
で
は
交
通
対
策

協
議
会
（
会
長
村
山
市
長
）
を
中
心

に
地
域
ぐ
る
み
で
変
通
事
故
を
な
く

す
た
め

の
、
　
「
老
人
や
子
供
を
変
通
事
故
か

ら
守
る
」

　
　
　
　
　
　
　
6
卜

目
標
を
2
3
ン
上
ま
わ
る

　
　
　
　
　
4
5
年
度
米
の
生
産
調
整

　
米
の
生
産
調
整
は
、
今
年
度
千
七

百
十
五
戸
の
農
家
か
ら
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
当
市
の

生
産
調
整
水
田
面
積
は
県
の
指
示
目

標
百
六
十
四
診
に
対
し
て
百
三
十
八

・
三
％
に
あ
た
る
二
百
二
十
六
・
九

診
で
目
標
を
六
十
二
・
九
診
も
上
ま

わ
り
ま
し
た
。

教
育
委
員
に
金
沢
氏

　
　
　
，
1
第
三
回
定
例
会
1

　
市
議
会
第
三
回
定

例
会
は
、
去
月
二
十

一
日
か
ら
四
日
間
開

か
れ
、
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
一
億
一
千
四

百
四
十
七
万
六
千
円

を
追
加
す
る
総
額
十

六
億
二
千
五
百
四
十
八
万
九
千
円
の

一
般
会
計
予
算
案
、
十
日
町
市
都
市

公
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

案
な
ど
九
議
案
を
可
決
。
門
さ
ら
に

市
教
育
委
員
柳
儀
］
氏
任
期
満
了
に

よ
り
、
市
内
土
市
金
沢
政
一
氏
を
教

育
委
員
に
任
命
す
る
こ
と
に
同
意
し

ま
し
た
。
引
き
つ
づ
い
て
市
民
会
舘

の
建
築
工
事
で
、
地
盤
が
か
た
く
パ

イ
ル
打
込
み
が
必
要
な
く
な
っ
た
た

め
、
工
事
変
更
し
請
負
金
額
を
百
八

万
六
乎
円
減
額
す
る
こ
と
に
同
意
し

ま
し
た
。

　
ま
た
豪
雪
寒
冷
地
帯
の
無
雪
化
対

策
確
立
に
関
す
る
意
見
書
も
採
択
、

関
係
大
臣
に
送
付
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
市
議
会
は
消
防
行
政
の
広

域
化
に
つ
い
て
、
特
別
委
員
会
を
設

置
、
議
員
九
名
を
そ
れ
ぞ
れ
特
別
委

員
会
委
員
に
選
任
し
、
調
査
研
究
を

行
な
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
最
終
日
の
二
十
四
日
は

一
般
質
問
が
行
な
わ
れ
、

e
公
害
対
策
問
題
口
へ
き
地
の
医
療

施
設
日
東
小
学
校
（
仮
称
）
の
用
地

買
収
な
ど
に
っ
い
で
五
議
員
が
質
間

し
ま
し
た
。

　
可
決
さ
れ
た
一
般
会
計
補
正
予
算

歳
出
の
主
な
も
の
は
、

▽
城
之
越
舗
装
工
事
費
追
加

　
　
　
　
　
　
　
二
百
五
十
万
円

▽
市
道
舗
装
工
事
費
補
助
金
追
加

　
　
　
　
　
　
三
百
九
十
三
万
円

▽
名
ケ
山
給
水
施
設
工
事
費

　
こ
れ
に
よ
り
生
産
調
整
さ
れ
た
米

の
数
量
は
、
県
の
指
示
目
標
七
百

ト

ン
を
二
百
三
十
六
・
七
ト
ン
上
ま
わ
る

九
百
三
十
六
・
七
ト
ン
（
一
万
五
千
六

百
十
一
俵
）
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
生
産
調
整
奨
励
補
助
金
は
、

市
全
体
で
七
千
五
百
八
十
七
万
二

十
七
円
、
生
産
調
整
農
家
一
戸
当

り
平
均
四
万
四
千
二
百
三
十
九
円
と

な
り
ま
す
。

　
生
産
調
整
水
田
面
積
二
百
二
十
六

．
九
診
の
内
訳
は
、
．
休
耕
百
四
十
・

一
診
、
通
年
施
行
（
小
規
模
土
地
基

盤
整
備
）
八
十
一
・
一
診
、
転
作

（
稲
作
以
外
の
作
物
を
作
っ
た
も

の
）
五
・
七
診
と
な
っ
て
お
り
、
休

耕
が
全
体
の
六
十
一
・
八
％
を
し
め

て
い
ま
す
。

　
な
お
、
生
産
調
整
水
田
面
積
の
二

・
五
％
を
し
め
る
転
作
の
種
類
は
、

野
菜
四
・
二
診
、
豆
類
○
・
八
診
、

植
林
O
・
二
診
、
そ
の
他
O
・
五
診

と
な
っ
て
い
ま
す
。

職

　
　
　
　
　
　
　
百
三
十
七
万
円

▽
十
日
町
小
通
学
道
路
法
止
擁
壁
工

　
事
費
　
　
二
百
五
十
七
万
三
百
円

▽
吉
田
小
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
工
事
費

　
　
　
　
　
　
　
二
百
三
十
万
円

▽
学
校
用
地
取
得
費
追
加

　
　
　
千
七
百
三
十
三
万
七
千
円

▽
圧
雪
用
小
型
雪
上
車
購
入
費
追
加

　
（
十
台
分
）
　
　
四
百
二
十
万
円

▽
公
害
水
質
汚
濁
試
験
委
託
料
追
加

　
（
工
場
排
水
二
十
五
ヵ
所
）

　
　
　
　
　
　
　
士
一
万
五
千
円

▽
中
条
小
屋
上
補
修
防
水
工
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
＋
万
円

▽
四
十
四
年
災
害
工
事
請
負
工
事
費

　追加（

道
路
七
件
、
水
路
三
件
、

　頭

首
工
一
件
）
　
一
千
二
百
万
円

な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

口
、
「
飲
酒
運
転
、
無
謀
運
転
を
し

　
な
い
」
を
重
点
に
つ
ぎ
の
と
お
り

　
実
施
し
ま
し
た
。

▽
各
世
帯
に
チ
ラ
シ
の
配
布

▽
市
内
三
ヵ
所
に
交
通
指
導
所
を
設

　
置
、
運
転
者
に
安
全
運
転
の
呼
び

　
か
け
。

▽
街
頭
指
導
の
実
施
。

▽
交
通
安
全
に
対
す
る
認
識
を
深
め

　
る
た
め
、
事
業
所
ご
と
に
交
通
安

　
全
宣
言
を
行
な
う
な
ど
依
頼
。

▽
パ
ト
ロ
ー
ル
に
よ
る
変
通
指
導
の

実
施
。

　
な
ど
で
、
こ
の
ほ
か
各
地
区
で
、

そ
れ
ぞ
れ
街
頭
指
導
や
交
通
安
全
パ

レ
ー
ド
な
ど
実
施
し
ま
し
た
●

　
な
お
、
交
通
対
策
協
議
会
は
、
今

後
交
通
安
全
問
題
や
駐
車
場
な
ど
の

変
通
安
全
施
設
等
に
つ
い
て
も
検
討

す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

●弓
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市内交通事故発生状況

一・現在簾馨脇

灘

　4

100

3
　
31

6者死

負傷者180

　
故
斉
木
選
挙
管
理
委
員

　
の
後
任
に

　
池
田
氏
が
就
任

　
十
日
町
市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
斉
木
重
義
氏

の
死
亡
に
よ
り
、
後
任
委
員
と
し
て

地
方
自
治
法
の
定
め
に
よ
り
補
充
員

の
市
内
猿
倉
、
池
田
喜
好
氏
倹
七
）
が

去
月
二
十
四
日
付
で
選
挙
管
理
委
員

会
委
員
に
就
任
し
ま
し
た
。

　
任
期
は
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
全

員
が
任
期
満
了
と
な
る
昭
和
四
十
六

年
四
月
六
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

好
評
だ
っ
た
長
寿
大
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
沢
氏
ら
が
講
演

　
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
（
会
長
関

口
美
影
）
、
去
る
五
日
市
役
所
で
昭

和
四
十
五
年
度
長
寿
大
学
を
開
き
ま

し
た
。

　
当
日
は
、
会
員
そ
の
他
の
老
人
男

女
三
百
五
十
人
が
参
加
し
、
講
師
の

話
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　
講
師
は
、
水
沢
謙
一
、
滝
沢
騰
雲

の
二
氏
で
、
水
沢
氏
は
「
三
枚
の

札
」
と
い
う
昔
話
を
例
に
と
り
な
が

ら
、
昔
話
は
人
と
人
、
地
域
の
人
、

日
本
の
人
々
を
結
び
つ
け
る
力
を
持

っ
て
い
る
と
述
べ
、
滝
沢
氏
は
「
老

後
の
設
計
」
と
題
し
て
講
演
し
、
市

内
に
は
九
十
才
以
上
の
高
令
者
三
十

一
人
、
寝
た
き
り
老
人
百
十
人
等
多

く
の
老
入
が
お
り
、
老
人
の
幸
福
は

心
の
持
ち
方
で
き
ま
る
。

　
ま
た
老
人
の
態
度
と
し
て
大
切
な

こ
と
は
ゆ
す
る
と
き
に
ゆ
す
り
、
言

う
べ
き
と
き
に
は
っ
き
り
い
う
事
で

あ
る
と
言
い
、
老
人
は
孤
独
が
一
番

い
け
な
い
と
指
摘
し
て
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
同
連
合
会
で
は
、
結
成
以

来
六
年
を
経
過
し
、
ク
ラ
ブ
も
二
十

四
ク
ラ
ブ
か
ら
六
十
三
ク
ラ
ブ
、
会

員
三
千
四
百
九
十
五
入
と
発
展
を
た

ど
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
ほ
ど
市
老

連
ニ
ュ
ー
ス
を
発
行
、
各
ク
ラ
ブ
と

の
連
絡
を
は
か
っ
て
い
ま
す
。

【
写
真
は
長
寿
大
学
の
会
場
風
景
】

　
　
　
　
諸
車
交
通
止
め

　
県
道
余
川
十
日
町
停
車
場
線
津
池
地
内
橋
架
修
繕
工
事
の
た
め
十

月
二
十
日
ま
で
諸
車
交
通
止
め
と
な
り
ま
す
。

　
迂
回
路
は
、
市
道
美
佐
島
二
号
線

　
　
　
　
一
一
七
号
線
小
千
谷
市

　
　
　
　
新
道
地
内
交
通
制
限

夜
間
禁
止
　
十
月
十
四
日
～
三
十
一
日
　
2
2
時
～
6
時
ま
で

全
面
灸
薯
麟
話
離
ま
で

　
　
　
　
市
役
所
の
電
話
番
号
は
　
　
　
　
，

　
　
　
　
㈲
三
一
一
一
番
で
す

　
最
近
市
役
所
へ
お
か
け
に
な
る
電
話
が
局
番
の
誤
り
で
、
他
の
加

入
者
（
十
日
町
商
事
）
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

　
市
役
所
の
電
話
番
号
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
の
で
お
ま
ち
が
え
の

な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
七
局
　
三
一
　
鼎
　
｝
番

　
　
　
　
　
体
協
だ
よ
り

◎
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

　
二
十
五
日
（
日
）
午
前
九
時
か
ら
市
民
体
育
舘
で
秋
季
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
大
会
を
開
き
ま
す
。

　
中
学
生
以
上
ど
な
た
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
希
望
者
は
市
民
体

育
舘
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
郡
市
申
学
校
新
人
卓
球
大
会

　
十
一
月
一
日
（
日
）
午
前
八
時
三
十
分
よ
り
市
民
体
育
舘
で
郡
市

中
学
校
新
人
卓
球
大
会
を
開
き
ま
す
。
参
加
希
望
者
は
十
月
二
十
六

日
（
月
）
ま
で
に
市
民
体
育
舘
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

種
目
は
学
年
別
男
女
別
個
人
戦
と
し
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
行
な
い
ま
す

◎
パ
ス
ケ
ツ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
市
パ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
は
、
十
一
月
三
日
（
火
｝
午
前
九
時

か
ら
市
民
体
育
舘
で
市
民
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
を
開
き
ま
す
．

　
参
加
希
望
者
は
十
月
三
十
一
日
ま
で
に
市
民
体
育
舘
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
l
　
　
　
　
　
　
　
　
　
t

ー
　
　
　
」

第3回市展
「’一

11月1Z日（木）～U月14日（土）

午前9時から午後7時
　　　　（14日午後5時まで）

期日

舘育体民市場会

日本画、洋　画、新しい美術

書　道、写真など

作品

多数おいでください。

一
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一
十
日
町
市
の
雪
害
白
書

雪
害
対

策
資
料

「
豪
雪
第
三
集
」
を
発
刊

市
都
市
開
発
課
は
、
こ
の
ほ
ど
雪
害
対
策
基
礎
資
料
「
豪
雪
第
三
集
」
を
発
刊
し
、
関
係
機
関
に
配
布
し

ま
し
た
。
市
は
、
こ
れ
ま
で
「
豪
雪
地
十
日
町
市
」
（
四
二
年
度
、
二
三
ぺ
ー
ジ
）
「
豪
雪
」
（
写
真

集
三
〇
ぺ
ー
ジ
）
を
発
刊
、
豪
雪
の
実
情
を
訴
え
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
の
資
料
は
B
5
版
四
四
五
ぺ
ー

ジ
の
大
冊
で
十
日
町
市
の
雪
害
白
書
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
す
。

無
雪
道
路
の
確
保
を
カ
ナ
メ
に

　
建
設
省
は
、
本
年
二
月
当
市
を
全

国
ニ
ヵ
所
の
防
雪
モ
デ
ル
都
市
に
指

定
「
雪
害
の
実
態
調
査
と
豪
雪
地
帯

に
お
け
る
雪
害
防
止
対
策
」
の
調
査

を
進
め
て
い
ま
す
。

　
市
で
も
市
民
生
活
を
阻
害
し
て
い

る
雪
害
に
積
極
的
に
対
処
す
る
た
め

の
基
礎
資
料
と
し
て
「
豪
雪
第
三

集
」
を
発
刊
、
雪
害
対
策
の
経
過
と

問
題
点
を
明
ら
か
に
し
、
雪
害
対
策

と
し
て
冬
期
間
の
道
路
交
通
の
確
保

を
カ
ナ
メ
に
市
民
の
雪
書
に
対
す
る

意
識
、
雪
利
用
と
し
て
の
雪
祭
り
、
当

間
山
、
伊
達
原
、
市
民
公
園
ス
キ
ー

場
計
画
な
ど
も
あ
げ
て
い
ま
す
。

雪
害
白
書
の
内
容

　
内
容
は
、
①
雪
害
対
策
の
経
過
と

間
題
点
②
国
、
県
に
対
す
る
豪
雪
対

策
の
要
望
事
項
⑤
十
日
町
市
の
雪
況

④
雪
の
市
民
生
活
阻
害
状
況
⑤
雪
害

対
策
の
現
況
⑥
雪
に
関
す
る
調
査
研

究
⑦
雪
刹
用
の
実
態
と
計
画
⑧
雪
害

対
策
関
係
資
料
（
四
十
三
項
目
）
の

八
編
で
、
章
、
節
、
項
に
区
分
し
写

真
、
図
表
、
地
図
等
を
豊
冨
に
使
用

一

し
て
い
ま
す
。

　
な
か
で
も
当
市
五
十
二
年
間
の
雪

況
と
一
般
気
象
に
つ
い
て
解
説
を
加

え
、
さ
ら
に
新
潟
県
内
の
雪
況
と
対

比
し
な
が
ら
積
雪
深
や
累
年
平
均
積

雪
算
値
に
つ
い
て
分
折
、
検
討
を
加

え
、
当
市
が
豪
雪
都
市
で
あ
る
こ
と

を
立
証
し
て
い
ま
す
。

㌔
蹄
十
八
万
五
千
円
の
被
害

　
ま
た
一
シ
｝
ズ
ン
に
市
民
が
ど
の

位
の
雪
害
被
害
を
受
け
て
い
る
か
、

四
十
三
ー
四
十
四
年
一
冬
期
間
内
の

雪
害
を
調
査
、
実
態
を
明
ら
か
に
し

て
い
ま
す
。

　
そ
れ
に
よ
る
と
、
当
市
の
被
害
総

．
額
拡
十
九
億
四
千
三
百
万
円
の
巨
額

で
、
人
口
ひ
と
り
あ
た
り
三
万
八
千

三
百
一
、
一
十
三
円
、
｝
世
帯
当
た
り
平

均
，
で
は
、
実
に
十
八
万
四
千
七
百
四

．
十
円
の
被
害
額
で
、
支
出
し
た
市
費

　第168号　　　　　　　　　　　　　　　　市　　報　　と

iゴ　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　軽
魏夏騨灘翁嚢嚢汽奎饗翻馨国l
li荏咋足長就本めい治拡つ衛以に務法昭て窓県　嚢
liに年し官任部中る体さて生来閣大が和下口’　塁
撫胃騨畠凌罷が椴塁騒離撃さに市餐
≡1県旧たき本は害対ばいし害窓定厚さ二いつの　麗
聾公条。’部佐対策ら各た部口し生れ年　 い公　塁
i薫例七尋藤策をぱ省が公はま大’に　て害器

灘旱騰誌誉墓褥鋳説行1
一
鵜
龍
”
器
”
”
”
”
”
”
。
。
器
舘
鵠
髄
”
論
“
髄
．
．
脚
”
認
認
髄
認
”
巽
驕
餉
”
”
”
”
”
麗

例
を
公
布
、
規
制
基
準
の
制
定
を

ま
っ
て
十
月
一
目
か
ら
施
行
し
、

県
内
全
域
に
わ
た
る
公
害
防
止
の

基
本
規
定
を
整
備
し
ま
し
た
。
窓

口
は
企
画
開
発
部
公
害
課
で
、
直

接
の
係
は
大
気
汚
染
防
止
係
、
水

質
汚
濁
防
止
係
、
騒
音
防
止
係
の

三
係
が
あ
り
ま
す
。

　
最
近
の
激
増
す
る
公
害
に
対
処

地
方
自
治
体
が
ば
ら
ぱ
ら
に
取
　
し
て
公
害
課
の
施
策
を
強
化
す
る

組
ん
で
い
る
公
害
対
策
を
一
本
化
　
た
め
、
八
月
一
日
君
副
知
事
を
議

す
る
た
め
中
央
公
害
対
策
本
部
を
　
長
と
す
る
公
害
対
策
会
議
を
発
足

設
置
、
本
部
長
に
は
佐
藤
首
相
み
　
さ
せ
、
会
議
に
公
害
課
を
事
務
局

す
か
ら
就
任
、
副
本
部
長
に
は
中
と
す
る
幹
事
会
を
設
け
、
大
気
汚

山
総
務
長
官
が
つ
き
、
七
月
三
十
染
、
水
質
有
濁
、
騒
音
振
動
の
三

一
日
発
足
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
部
門
に
分
か
れ
て
基
本
対
策
、
事

　
県
は
咋
年
四
月
旧
条
例
を
廃
止
　
業
対
策
な
ど
総
合
施
策
を
検
討

し
て
新
た
に
新
潟
県
公
害
防
止
条
　
す
る
体
制
を
整
え
ま
し
た
。

四
”
器
鴛
闘
詫
9
9
㎜
”
諺
”
閃
”
”
”
“
㈹
“
騨
紫
鮒
二
”
”
”
認
髄
麗
鵠
0
5
＝
”
麗
器
麗
＝
騙
訟
器
四
＝
”
㎜
＝
”
脆
翼
脇
＝
訟
”
認
”
＝
＝
■
0
盤
08
”
”
”
餌
“
轟
髄
”
器

は
、
除
雪
対
策
費
と
雪
害
に
関
連
す

る
投
資
的
、
間
接
的
経
費
を
加
え
る

と
一
億
一
千
六
百
万
円
を
超
え
、
こ

れ
は
一
般
会
計
決
算
総
額
の
九
・
七

％
に
あ
た
り
市
財
政
を
圧
迫
し
て
い

ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
現
在
実
施
し
て
い
る

雪
害
対
策
に
効
率
的
な
役
割
を
果
し

て
い
る
流
雪
溝
（
五
ヵ
所
延
長
八
千

四
十
層
）
消
雪
バ
イ
プ
（
四
ヵ
所
延

長
五
千
百
九
十
蔦
胴
）
に
つ
い
て
構

ま
し
た
。

　
市
地
域
で
は
単
独
条
例
が
な
い
・

さ
れ
ま
す
。
従
来
、
県
の
出
先
公
害

取
扱
窓
口
は
十
日
町
保
健
所
で
し

　
　
降
は
通
達
で
市
役
所
が
窓
口
…

り
ま
し
た
。
主
な
仕
事
は
公
害
の

調
査
と
対
策
、
市
民
の
公
害
苦
情

な
ど
で
す
。

　
　
　
（
都
市
開
発
課
）
　
（
続
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
輔
『
、
餌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
げ

　
ま
た
県
警
察
本
部
で
は
、
県
内
…
一

全
署
に
公
害
苦
情
窓
口
を
置
く
こ
…
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

と
に
な
り
、
十
日
町
警
察
署
で
は
慨

保
安
少
年
課
に
窓
口
が
設
け
ら
れ
濫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嵩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

の
で
県
の
公
害
防
止
条
例
が
適
用
”
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
㎝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
㎝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
㎝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
た
が
、
四
十
一
年
十
一
月
以
…
馴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
と
な
り
ま
し
た
。
四
十
三
年
…
…

十
二
月
雪
害
公
害
係
を
設
置
、
新
㎜
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

設
の
都
市
開
発
課
が
主
管
課
と
な
．
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
引
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

申
立
受
理
、
県
公
害
課
と
の
連
絡
訓
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゑ

改
善
の
行
政
指
導
、
そ
の
他
公
．
㎝

害
に
関
す
る
関
係
機
関
と
の
連
絡
剛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
離

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瓢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
駅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甲
辱

造
、
規
模
、
運
営
費
な
ど
の
現
状
を

解
説
し
て
い
ま
す
。

　
ざ
ら
に
、
市
民
の
雪
害
意
識
に
も

触
れ
、
市
民
を
対
象
に
実
施
し
た
雪

害
意
識
調
査
、
雪
害
被
害
額
調
査
、

雪
に
関
す
る
調
査
研
究
報
告
な
ど
も

と
り
入
れ
、
名
実
と
も
に
当
市
の
権

威
あ
る
雪
害
資
料
と
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
市
で
は
今
後
国
、
県
の
雪

害
対
策
の
推
進
等
に
役
立
て
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
「
豪
雪
第
三
集
」
は
各
地
区

公
民
舘
、
出
張
所
に
備
え
つ
け
て
あ

り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

国
保
強
調
月
問

　
　
　
　
　
　
十
月
一
日
～
十
月
三
十
一

　
十
月
は
県
下
一
斉
の
国
保
強
調
月

間
で
す
。

　
国
民
健
康
保
険
の
事
業
内
容
と
、

運
営
に
つ
い
て
理
解
い
た
だ
き
、
つ

ぎ
の
こ
と
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▽
国
保
保
険
料
の
完
納

▽
国
保
の
諸
届
出
は
十
四
日
以
内
に

届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
世
帯
主
が
、
老
令
や
無
収
入
で
税

法
上
す
で
に
被
扶
養
者
等
の
場
合
、

世
帯
の
生
活
を
維
持
し
、
そ
の
世
帯

を
代
表
す
る
者
に
世
帯
主
を
変
、
更
し

て
く
だ
さ
い
。

日

▽
凝
制
世
帯
の
国
保
加
入
制
限

　
擬
制
世
帯
（
世
帯
主
が
国
保
以
外

の
社
会
保
険
に
加
入
し
、
世
帯
員
が

国
保
に
加
入
し
て
い
る
場
合
）
で
、

国
保
に
加
入
で
き
る
世
帯
員
は
、
世

帯
主
の
被
扶
養
者
以
外
の
者
で
す
。

世
帯
主
の
被
扶
養
者
は
、
世
帯
主
の

社
会
保
険
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

▽
国
保
の
加
入
者
が
交
通
事
故
等
の

被
害
を
受
け
た
場
合
は
、
す
み
や
か

に
届
出
て
く
だ
さ
い
。

　
届
出
は
．
電
話
で
も
結
構
で
す
。

栗
収
穫
八
ト
ン

を
見
込
む

　
　
1
黒
沢
栗
団
地
i

　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
沢
栗

㌍
　
　
　
生
産
組
合

　メフルケり＿＿
　
　
O

O
⊂）

（
組
合
長

宮
沢
健
一

）
で
は
、

こ
の
ほ
ど

栗
団
地
（

面
積
士
一

⑫
）
の
栗
収
穫
作
業
を
終
わ
り
県
経

済
連
を
通
じ
新
潟
市
場
に
出
荷
し
ま

し
た
。

瞬
昨
年
は
、
気
候
や
虫
等
の
被
害
で

収
穫
は
四
、
五
ト
ン
に
と
ど
ま
り
ま
し

た
が
、
今
年
は
、
消
毒
等
の
効
果
で

昨
年
の
約
二
倍
、
八
ト
ン
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。

種
類
は
丹
沢
、
伊
吹
、
筑
波
、
大

和
の
四
種
で
丹
沢
が
五
十
％
を
占
め

て
い
ま
す
。

　
生
産
経
費
は
、
雪
囲
い
が
必
要
な

く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
昨
年
に
比
べ

少
な
く
て
済
み
、
栗
ど
ろ
ぽ
う
を
防

止
す
る
た
め
の
夜
警
の
人
件
費
が
多

く
な
り
ま
し
た
。

　
黒
沢
粟
団
地
は
、
稲
作
を
省
力
化

し
、
浮
い
た
労
力
で
副
業
所
得
を
得

よ
う
と
普
及
所
の
指
導
で
は
じ
め
た

も
の
で
す
。
黒
沢
栗
団
地
は
、
今
年

で
四
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、
栗
の
収
穫

作
業
は
、
秋
源
の
な
か
、
二
十
四
戸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

の
組
合
員
が
去
月
十
三
日
よ
り
共
同

で
実
施
し
ま
し
た
。

市道本町西

線を舗装

　
こ
の
ほ
ど
、
市
道
本

町
西
線
の
一
部
を
舗
装

し
ま
し
た
。
舗
装
延
長

は
国
道
二
五
三
号
線

（
高
田
町
通
り
）
よ
り
北

へ
百
六
十
二
層
、
道
路

巾
員
十
五
層
、
　
（
舗
装

巾
員
九
材
）
総
工
費
は
二
百
九
十
五

万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

藤
原
氏
大
い

に
語
る

　
　
　
ー
時
局
講
演
会
ー

　
十
日
町
商
工
会
議
所
主
催
の
時
局

講
演
会
は
、
去
月
二
十
八
日
商
工
福

祉
会
舘
で
開
き
ま
し
た
。
講
師
は
、

政
治
評
論
家
藤
原
弘
達
、
渋
沢
秀
雄

の
二
氏
で
当
日
は
約
三
百
人
ほ
ど
参

加
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
そ
れ
ぞ
れ

藤
原
氏
の
「
各
政
党
に
も
の
申
す
」

　　　　　繍

蟹
籍

　
　
　
　
　
襲
雛

な
ど
の
話
に
魅
了
さ
れ
、
有
意
義
な

ひ
と
と
き
を
す
ご
し
ま
し
た
。

近
く
縦
覧
の
予
定

市
の
用
途
地
域
計
画
原
案

　
用
途
地
域
の
指
定
に
つ
き
ま
し
て

は
昨
年
以
来
作
業
を
進
め
て
お
り
ま

し
た
が
、
先
日
、
市
の
最
終
構
想
案

が
ま
と
ま
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
印公聴会で意見を述べる公述人

刷
物
を
配
付
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の

後
構
想
案
を
も
と
に
市
内
三
ヵ
所
で

説
明
会
を
開
き
、
さ
ら
に
去
る
八
月

二
十
二
円
に
は
、
十
日
町
商
工
会
議

所
に
お
い
て
公
聴
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　
当
日
の
公
述
人
は
、
農
業
、
織
物

業
、
商
業
、
消
防
、
一
般
市
民
等
七

人
で
そ
れ
ぞ
れ

一
、
用
途
地
域
の
指
定
を
急
ぐ
こ
と

二
、
工
場
団
地
の
造
成
と
団
地
ま
で

　
で
の
道
路
整
備
の
促
進
。

三
、
下
水
道
事
業
の
推
進
。

四
、
準
工
業
地
域
の
拡
大
。

五
、
公
害
防
止
。

六
、
準
防
火
地
域
の
拡
張
。

七
、
文
教
地
区
の
指
定
と
、
史
跡
文

化
財
の
保
存
。

　
な
ど
貴
重
な
意
見
が
発
表
さ
れ
ま

し
た
。

　
市
は
説
明
会
、
公
聴
会
な
ど
で
市

民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
尊
重
し
、

最
終
的
な
市
の
原
案
を
作
成
し
ま
す

　
ま
た
、
近
く
用
途
地
域
計
画
の
市

原
案
を
縦
覧
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

　
縦
覧
が
終
り
ま
す
と
市
は
県
知
事

に
承
認
申
請
書
を
提
出
、
知
事
は
県

の
都
市
計
画
地
方
審
議
会
の
意
見
を

聞
き
承
認
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。

ど
う
ぞ
受
診
く
だ
さ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
こ
と
し
も
老
人
診
査

　
市
社
会
福
祉
事
務
所
で
は
、
詫
と

し
ょ
り
の
皆
さ
ん
に
病
気
を
早
く
み

つ
け
て
い
つ
ま
で
も
丈
夫
で
明
る
く

楽
し
い
生
活
を
わ
く
っ
て
い
た
だ
く

た
め
、
こ
と
し
も
市
、
医
師
会
の
協

力
に
よ
り
つ
ぎ
の
と
お
り
老
人
健
康

診
査
を
実
施
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た

の
で
、
多
数
受
診
さ
れ
る
よ
う
お
す

＼
め
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
受
け
ら
れ
る
人
は
、
希
望

す
る
医
院
又
は
、
診
療
所
で
、
六
十

五
才
以
上
の
人
に
限
り
ま
す
。

　
一
般
診
査
料
は
、
無
料
で
す
が
精

密
検
査
は
、
昭
和
四
十
四
年
度
の
所

得
（
二
十
八
万
円
以
内
は
無
料
）
に

よ
っ
て
決
定
さ
れ
、
法
定
外
の
検
査

は
有
料
で
す
。
受
診
券
と
健
康
保
険

証
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
及
び
受
診
場
所

　
十
日
町
病
院

　
十
月
二
十
八
日
、
二
十
九
日
、
三

　
十
日
（
各
日
と
も
午
後
二
時
か
ら

四
時
ま
で
）

中
条
病
院

十
月
十
九
日
、
二
十
日
、
二
十
一

日
（
各
日
と
も
午
後
一
時
半
か
ら

二
時
ま
で
）

山
口
医
院
（
下
条
）

十
月
二
十
日
、
二
十
一
日
、
二
十

二
日
（
各
日
と
も
午
後
一
時
か
ら

二
時
ま
で
）

池
田
医
院

十
月
二
十
日
、
二
十
一
日
（
各
日

と
も
午
後
二
時
か
ら
四
時
ま
で
）

庭
野
医
院

十
月
二
十
一
日
、
二
十
二
日
（
各

日
と
も
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
三

時
ま
で
）

　
山
口
医
院
（
十
日
町
）

十
月
二
十
二
日
、
二
十
三
日
（
各

日
と
も
午
後
二
時
か
ら
四
時
ま

で
）

　
至
成
堂
医
院

　
十
月
二
十
二
日
、
二
十
三
日
（
各

　
日
と
も
午
前
九
時
か
ら
十
二
時
ま

で
）

　
大
島
医
院

十
月
二
十
日
（
午
後
一
時
か
ら
四

時
ま
で
〉

　
吉
田
診
療
所

　
十
月
二
十
七
日
、
二
十
八
日
、
二

　
十
九
日
（
各
日
と
も
午
後
一
時
か

ら
二
時
ま
で
）

　
水
沢
診
療
所

　
十
月
二
十
六
日
、
二
十
八
日
（
各

　
日
と
も
午
前
九
時
か
ら
十
一
時
）

　
中
条
、
六
箇
、
水
沢
山
地
の
方
は

出
張
診
療
並
び
に
巡
回
診
療
日
に
受

診
で
き
ま
す
。

・
新
水
診
療
所
　
二
十
七
日

・
六
箇
地
区
　
十
九
日
（
船
坂
、
ニ

ッ
屋
、
塩
ノ
叉
）

・
六
箇
地
区
　
二
十
六
日
（
田
麦
）

・
水
沢
地
区
　
十
九
日
（
入
間
）

・
水
沢
地
区
　
二
十
二
日
（
当
間
）

献
　
血

　
献
血
車
「
ゆ
う
あ
い
号
」
に
ょ
る
献
皿
が
つ
ぎ
の
と
お
り
行
な
わ

れ
ま
す
。
希
望
者
は
献
血
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
期
日
　
十
月
二
十
一
日
午
前
十
時
か
ら
十
二
時
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
一
時
か
ら
午
後
三
時

▽
会
場
　
睦
織
物
株
式
会
社
構
内
（
新
座
第
四
）

▽
献
血
で
き
る
方
　
十
六
才
以
上
六
十
五
才
ま
で
の
健
康
な
人

　
　
　
危
険
物
取
扱
主
任
者
試
験

　
　
　
　
1
0
月
2
5
日
実
施

　
昭
和
四
十
五
年
度
危
険
物
取
扱
主
任
者
試
験
を
つ
ぎ
の
と
お
り
実

施
し
ま
す
。

▽
試
験
の
種
類

乙
種
第
四
類

▽
受
験
資
格

　
六
ケ
月
以
上
危
険
物
の
取
扱
実
務
経
験
を
有
す
る
者
。

▽
試
験
日
時

　
十
月
二
十
五
日
午
前
九
時
三
十
分
よ
り

▽
試
験
地

　
新
潟
市
私
立
明
訓
高
校

　
長
岡
市
県
立
長
岡
大
手
高
校

　
高
田
市
市
立
城
西
中
学
校

　
新
発
田
市
市
立
本
丸
中
学
校

　
　
　
　
停
電
の
お
知
ら
せ

▽
十
月
二
十
七
日
午
前
九
時
か
ら
正
午
ま
で
十
日
町
変
電
所
5
（
本

　
町
西
線
）
高
田
町
三
丁
目
十
字
路

▽
十
月
二
十
九
日
午
前
九
時
か
ら
正
午
ま
で
十
日
町
変
電
所
5
稲
荷

　
町
四
丁
目
（
ミ
ッ
ル
ヤ
）
ま
で

　
　
電
話
の
む
だ
使
い
が
30
％
も

　
最
近
電
話
の
つ
な
が
り
ぐ
あ
い
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
百
回
か
け
る

う
ち
三
十
回
は
つ
な
が
ら
な
い
電
話
。

　
こ
の
原
因
の
多
く
は
「
番
号
が
わ
か
ら
な
く
な
り
、
ダ
イ
ヤ
ル
途

中
で
や
め
る
」
、
「
相
手
が
話
し
中
な
の
に
何
回
も
つ
づ
け
て
ダ
イ

ヤ
ル
す
る
」
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
む
だ
を
な
く
す
た
め
に
つ
ぎ
の
こ
と
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

▽
電
話
を
か
け
る
前
に
必
ら
ず
相
手
の
番
号
を
確
か

　
め
る

▽
相
手
が
話
し
中
の
と
き
は
二
～
三
分
待
，
て
か
ら

　
か
け
直
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
十
日
町
電
報
、
電
話
局
）

　
自
動
車
税
（
第
二
期
分
）
の
納
期
限
は

　
　
　
　
十
月
三
十
日
で
す

　
納
期
限
内
の
自
主
納
税
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
納
税
相
談
室
を
設

け
て
お
り
ま
す
。
気
が
る
に
ご
相
談
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

◎
納
税
証
明
書
を
請
求
さ
れ
る
方
は
必
す
領
収
証
書
を
わ
持
ち
く
だ

　
さ
い
。

　
車
検
を
受
け
る
に
は
納
税
証
明
書
が
必
要
で
す
が
、
証
明
書
を
請

求
さ
れ
る
方
は
、
継
続
検
査
申
請
書
と
自
動
車
税
の
領
収
証
書
を
も

よ
り
の
財
務
事
務
所
の
窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
領
収
証
書
を

お
持
ち
い
た
だ
か
な
い
と
、
証
明
書
交
付
に
日
時
が
か
か
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
十
日
町
財
務
事
務
所
）

一379一
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弥
生
期
の
住
居
跡
な
発
見

　
市
教
育
委
員
会
は
、
去
月
十
二
日

か
ら
四
日
間
、
遺
跡
の
発
掘
調
査
を

行
な
い
ま
し
た
。

　
発
掘
場
所
は
、
水
沢
地
内
新
宮
北

千
二
百
二
十
四
番
地
（
所
有
者
宮
沢

　　　　　　　牛ケ首遺跡を発掘。．．竃

◇一水沢地内通称牛ケ首で遺跡の発嘱調査を行なったところ、市内で初砂てとい・・！◇

◇…われる弥生期の住居跡を発見しました。また付近から弥生式後期に属する土㍗◎

◇…器片や縄文中期に属するツボ、深鉢など多数の土器を見つげました。さらに…◇

◇…石を組み合わせた石組み遺構も発見され、この牛ケ首遺跡は複合遺跡として…◇

◇…も学術上価値の高いもので学界や関係者から関心をもたれています6’・　…◇

弥
生
後
期

縄
文
中
期

土
器
石
斧
な
ど
出
土

健
一
）
の
通
称
牛
ケ
首
と
い
わ
れ
る

と
こ
ろ
で
、
遺
跡
の
発
掘
は
日
本
孝

古
学
協
会
会
員
金
子
拓
男
教
諭
（
長

岡
大
手
高
校
）
の
指
導
の
も
と
に
十

日
町
高
校
稲
岡
嘉
彰
教
諭
ほ
か
十

二
名
の
地
歴
ク
ラ
ブ
員
と
市
の
民
族

資
料
調
査
研
究
委
員
大
島
伊
一
、

島
田
靖
久
、
上
村
政
基
、
佐
野
良
吉

氏
に
ょ
っ
て
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
　
発
掘
の
結
果

　
県
内
で
も
ご
く
ま
れ
な
弥
生
時
代

の
住
居
跡
の
一
部
（
直
径
約
六
層
）

が
発
見
さ
れ
、
さ
ら
に
こ
の
住
居
跡

の
下
か
ら
蛇
紋
岩
の
石
斧
（
ふ
）
や

黒
曜
石
の
石
斧
（
ふ
）
、
釣
り
針
、

ッ
ボ
、
深
鉢
、
高
ツ
キ
な
ど
の
士
器

片
が
続
々
見
つ
か
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
縄
文
中
期
に
属
す
る
深
鱗

や
ツ
ボ
な
ど
も
見
つ
か
っ
た
こ
と
か

ら
、
こ
の
隼
ケ
首
遺
跡
は
複
合
遺
跡

と
し
て
も
学
術
上
価
値
の
高
い
も
の

と
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
市
教
育
委
員
会
は
こ
の
土
器

を
復
元
、
記
録
写
真
な
ど
も
整
理
し牛ケ首遺跡の住居跡

て
一
般
に
公
開
し
ま
す
。

キ
ノ
コ
中
毒

に
ご
注
意
を

　
秋
の
味
覚
を
そ
そ
る
キ
ノ
コ
は
、

い
ま
最
盛
期
。
市
内
に
も
キ
ノ
コ
に

よ
る
中
毒
患
者
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
一
本
シ
メ
ジ
な
ど
を
食

べ
下
痢
、
は
き
気
な
ど
の
中
毒
症
状

を
お
こ
し
た
も
の
で
す
が
、
今
後
キ

ノ
コ
を
食
べ
る
時
ほ
十
分
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

三
氏
を
人
権
擁
護

委
員
に
推
せ
ん

市
議
会
第
三
回
定
例
会
で
つ
ぎ
の

三
氏
が
人
権
擁
護
委
員
に
推
せ
ん
さ

れ
ま
し
た
。

　
　
　
武
田
文
雄
氏

　
　
　
服
部
慶
円
氏

　
　
　
小
林
賢
秀
氏

　
市
内
の
人
権
擁
護
委
員
は
竹
内
茂

氏
を
加
え
て
四
名
と
な
り
ま
す
。

犬
の
放
し
飼

い
は
や
め
て

　
郵
便
を
配
遠
し
て
い
る
職
員
に
犬

が
か
み
う
い
た
り
、
と
び
か
か
っ
た

り
し
て
職
員
に
危
害
を
加
え
る
例
が

あ
り
ま
す
。

　
昨
年
九
月
一
ヵ
月
間
で
、
全
国

で
千
二
百
七
十
三
件
に
の
ぼ
る
被
害

が
で
て
お
り
ま
す
。
市
内
で
も
、
昨
年

犬
に
か
み
つ
か
れ
た
被
害
が
七
～
八

件
、
け
い
留
不
じ
ゅ
う
ぶ
ん
で
郵
便

物
を
持
ち
帰
っ
た
例
が
二
十
～
三
十

回
あ
り
ま
す
。

　
配
達
員
に
と
っ
て
ま
さ
に
犬
は
大

敵
で
す
。
犬
を
飼
う
と
き
は
、
つ
ぎ

の
点
に
注
意
し
、
被
害
が
起
き
な
い

よ
う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▽
犬
は
必
す
つ
な
い
で
く
だ
さ
い

▽
犬
の
放
し
飼
い
は
や
め
ま
し
ょ
う

▽
く
さ
り
は
短
か
く

　
け
い
留
不
じ
ゅ
う
ぶ
ん
の
場
合
は

や
む
を
得
す
郵
便
を
配
達
で
き
な
い

で
持
ち
帰
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
十
日
町
郵
便
局
）

申
告
は
す
み
や
か
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
軽
自
動
車
の
異
動

　
軽
自
動
車
（
原
動
機
付
自
転
車
、

耕
ろ
ん
機
）
を
購
入
し
た
り
、
売
買

廃
車
、
紛
失
し
た
と
き
は
す
み
や
か

H
郷
土
資
料
を
収
集

　
　
　
　
　
　
　
　
し
て
い
ま
す
”

　
市
教
曹
委
員
会
、
社
会
教
育
課
で

は
、
生
活
様
式
の
う
つ
り
変
り
と
共

に
消
滅
し
て
行
く
民
俗
資
料
の
収
集

を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
昔
か
ら
伝
え
ら
れ
て
来
た
日
常
生

活
に
関
す
る
も
の
で
、
衣
、
食
、
住

　
発
見
さ
れ
た
土
器
片

謬
曇
轟

濃
、

働㎜

　
皆
さ
ん
が
土
地
や
家
屋
な
ど
の
不

動
産
を
目
分
の
も
の
と
し
た
と
き
に

不
動
産
取
得
税
と
い
う
県
税
を

一
回

だ
け
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。

◎
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

　
い
方

　
土
地
を
売
買
、
変
換
、
贈
与
し
た

方
、
叉
は
家
屋
を
新
築
、
増
築
、
改

築
、
売
買
、
変
換
、
贈
与
し
た
方
な

ど
不
動
産
を
取
得
し
た
方
で
す
。

◎
価
格
の
き
め
か
た

　
原
則
と
し
て
市
町
村
の
固
定
資
産

課
税
台
帳
に
登
録
し
て
い
る
価
格
と

な
り
ま
す
。
し
か
し
課
税
台
帳
に
価

格
が
登
録
さ
れ
て
い
な
い
場
合
や
台

帳
価
格
に
よ
る
こ
と
が
適
当
で
な
い

場
合
は
、
県
が
評
価
し
て
決
定
し
ま

す
。
買
い
入
れ
価
格
や
建
築
工
事
費

（
請
負
額
）
で
な
い
こ
と
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

二
、
公
共
事
業
の
た
め
に
不
動
産
を

収
用
さ
れ
、
譲
渡
し
た
方
が
、
代
わ

り
の
不
動
産
を
取
得
し
た
場
合
。

課
税
対
象
額
は
、
代
わ
り
の
不

動
産
の
価
格
か
ら
収
用
、
譲
渡
し
た

不
動
産
の
価
格
（
叉
は
移
転
補
償
金

不
動
産
取
得
税
の
あ
ら
ま
し

◎
特
別
の
控
除

　
住
宅
を
建
築
し
た
場
合
な
ど
、
つ

ぎ
の
よ
う
な
特
別
の
控
除
が
あ
り
ま

す
。一

、
専
用
住
宅
の
場
合

　
一
戸
当
り
の
価
格
か
ら
百
五
十
万

円
控
除
ざ
れ
ま
す
。

の
対
象
家
屋
の
価
格
）
を
除
い
た

額
に
な
り
ま
す
。

◎
税
率
と
免
税
点

税
率
は
土
地
家
屋
と
も
課
税
対

象
額
の
三
パ
ー
セ
ン
ト
で
す
。

免
税
点
は
、
課
税
対
象
額
が
土

地
の
場
合
五
万
円
未
満
、
家
屋
の
場

合
八
万
円
未
満
、
た
だ
し
、
新
築
、

増
築
、
改
築
の
場
合
は
十
五
万
円
未

満
と
な
っ
て
い
ま
了
。

◎
申
告
と
納
税

　
不
動
産
を
取
得
さ
れ
た
方
は
、
取

得
の
日
か
ら
三
†
日
以
内
に
財
務
事

務
所
に
甲
告
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た

税
金
ほ
納
税
通
知
書
に
示
さ
れ
た
納

期
限
ま
で
に
銀
行
、
郵
便
局
叉
は
財

務
事
務
所
の
窓
口
に
納
め
て
く
だ
さ

い
。
な
お
不
明
の
点
は
、
財
務
事
務

所
（
電
話
七
局
八
一
二
一
番
）
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
（
十
日
町
財
務
事
務
所
）

農
、
商
、
工
具
類
な
ど
市
民
生
活
を

正
し
く
伝
承
す
る
に
よ
い
資
料
と
な

る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
ら
是
非
お
知

ら
せ
下
さ
い
。

　
急
速
な
経
済
成
長
は
、
私
達
の
生

活
様
式
を
著
し
く
か
え
、
ま
た
技
術

革
新
は
、
生
活
様
式
を
急
変
し
て
お

り
ま
す
。
歴
史
上
の
資
料
と
し
て
の

古
文
書
な
ど
も
保
存
に
努
の
て
お
り

ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
電
話
十
日
町
局
⑦
三
、
コ
一
番

　
　
（
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
）

に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　
軽
自
動
車
を
購
入
す
る
と
つ
ぎ
の

と
お
り
軽
自
動
車
税
が
課
さ
れ
ま

す
。

　
な
お
、
軽
自
動
車
税
は
登
録
さ
れ

た
所
有
者
に
対
し
課
し
ま
す
の
で
異

動
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
き
ま
す
と

課
税
さ
れ
る
等
不
利
を
招
き
ま
す
。

　
ま
た
、
盗
難
、
紛
失
の
場
合
も
発

見
を
困
難
に
し
ま
す
の
で
、
軽
自
動

車
の
異
動
は
す
み
や
か
に
市
税
務
課

に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

10

点
が
二
次
審
査
へ

　
　
　
　
　
　
小
中
学
生
の
明
る
く
正
し
い

　
　
　
　
　
　
選
挙
ポ
ス
タ
1

　
市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
明
る

く
正
し
い
選
挙
を
推
進
す
る
た
め
の

ポ
ス
タ
ー
を
市
内
小
、
中
学
校
児
童

生
徒
か
ら
募
集
、
応
募
六
十
点
の
中

か
ら
小
、
中
学
校
各
五
点
を
選
び
、

こ
の
ほ
ど
県
選
挙
管
理
委
員
会
に
提

出
し
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
第
二
次
審
査
を
受
け
、
第

三
次
の
中
央
審
査
を
パ
ス
す
る
と
文

部
大
臣
等
の
賞
を
受
け
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　
第
一
次
審
査
ま
で
の
入
選
者
は
つ

ぎ
の
と
お
り
。

▽
小
学
校
の
部

下
山
　
良
重
（
十
日
町
小
六
年
）

飯
塚
　
秀
明
（
同
　
校
　
六
年
）

福
原
芳
昭
（
同
校
五
年
）

田
辺
智
恵
子
（
同
校
六
年
）

　
上
村
フ
ジ
子
（
水
沢
小

▽
中
学
校
の
部

岩梧吉雲幸
田沢沢野田
秀澄秀久典
子子子子也
　　　ノヘ　ハ　 　
中同同同南
条
中校校校中

六
年
）

一
年
）

一
年
）

二
年
）

二
年
）

二
年
）

【
作
品
は
下
山
良
重
さ
ん
（
十
日

町
小
六
年
）
】

　
申
告
の
手
続
き
は
業
者
ま
た
は
市

税
務
課
に
お
た
す
ね
く
だ
さ
い
。

　
軽
自
動
車
税
の
内
訳

▽
原
動
機
付
自
転
車

　
総
排
気
量
五
〇
巴
ま
で

　
　
　
　
年
税
額
　
三
百
七
十
円

総
排
気
量
五
一
鉱
～
九
〇
㏄

　
　
　
　
年
税
額

総
排
気
量
一
二
五
㏄

　
　
　
　
年
税
額

▽
農
耕
用
鉦
税
額

▽
軽
二
輪
　
年
税
．
額

▽
軽
三
輪
年
税
額

六
百
円

七
百
五
＋
円

七
百
五
＋
円

千
百
二
＋
円

千
五
百
円

▽
軽
四
輪

　
乗
用
　
年
税
額
三
千
三
百
七
十
円

　
貨
物
用
　
年
税
額
千
八
百
七
十
円

▽
輪
小
型

　
　
　
年
税
額
　
千
八
百
七
十
円

▽
も
っ
ぱ
ら
雪
上
を
走
行
す
る
も
の

　
　
　
　
年
税
額
千
八
百
七
十
円

　
な
お
陸
運
事
務
所
に
登
録
す
べ
き

軽
自
動
車
を
年
の
中
途
で
異
動
し
た

場
合
は
、
陸
運
事
務
所
に
登
録
し
た

日
を
も
っ
て
月
割
計
算
し
税
額
を
納

め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

渡
辺
君
（
牌
．
↓
劉
）
が
優
勝

　
　
　
　
　
　
第
四
回
市
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　
市
は
、
去
る
十
日
、
体
育
の
日
の

行
事
と
し
て
、
市
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

を
開
催
。
当
日
の
参
加
者
は
約
千
二

百
人
で
、
成
績
は
つ
ぎ
の
と
お
り
。

旭
力
丘
団
地

分
譲
住
宅
を
募
集

　
新
潟
県
住
宅
供
給
公
社
で
は
、
旭

力
丘
団
地
の
分
譲
住
宅
を
つ
ぎ
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
。

　
な
お
、
つ
ぎ
の
日
程
で
説
明
会
を

開
き
ま
す
の
で
希
望
者
は
お
集
ま
り

く
だ
さ
い
。

▽
申
し
込
み
期
日

　
　
十
月
六
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で

▽
申
し
込
み
先

　
　
　
　
　
市
役
所
都
而
開
発
課

▽
積
立
の
種
類

　
　
　
一
年
半
積
立
て
の
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＋
戸

　
　
　
二
年
積
立
て
の
も
の
　
五
戸

▽
説
明
会

　
期
日
　
十
月
二
十
三
日
（
金
）
午

　
　
　
　
後
一
時
か
ら
三
時

　
場
所
　
十
日
町
市
役
所
会
議
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
一
）

（
各
種
目
と
も
優
勝
者
の
み
）

◎
マ
ラ
ソ
ン
（
十
高
グ
ラ
ウ
ン
ド
発

着
）

▽
中
学
一
年
の
部
”
渡
辺
一
彦
（
南

中
）
▽
同
二
年
H
大
津
篤
（
中
条

中
）
▽
同
三
年
日
福
崎
光
広
（
水
沢

中
）
▽
一
般
A
目
保
坂
常
雄
（
大
英

織
物
）
▽
同
B
H
松
沢
一
郎
（
十

高
）
▽
同
C
H
羽
鳥
清
人
（
ト
モ
ヱ

食
堂
）
▽
三
十
才
以
下
り
桑
原
征
蔵

（
桑
原
撚
糸
）
▽
三
十
五
才
以
下
目

矢
口
栄
市
（
市
役
所
）
▽
四
十
才
以

下
H
小
海
良
一
（
市
役
所
）
▽
中
学

団
体
u
南
中
学
校

◎
排
球
女
子
（
南
中
）

　
　
　
　
　
　
＋
日
町
中
学
校

◎
卓
球
（
市
民
体
育
舘
）

▽
中
学
一
年
男
子
目
桜
沢
勝
彦
（
水

沢
中
）
▽
同
女
子
目
南
雲
明
子
（
下

条
中
）
▽
同
二
年
男
子
口
阿
部
慎
一

（
南
中
）
▽
同
女
子
ほ
水
落
房
枝

（
下
条
中
V
▽
一
般
男
子
A
目
小
山

藤
夫
（
江
戸
屋
）
▽
同
B
H
佐
藤
敏

夫
（
消
防
署
）
▽
同
女
子
目
渋
谷
婦

佐
江
（
睦
）
▽
セ
ミ
シ
ニ
ヤ
ー
口
越

村
斉
（
江
戸
屋
）
▽
シ
ニ
ヤ
ー
H
樋

熊
恒
吉
（
東
北
電
力
）

◎
籠
球
（
十
中
屋
内
体
育
舘
）

▽
中
学
男
子
“
十
日
町
中
学
校
▽
同

女
子
H
十
日
町
中
学
校

◎
庭
球
（
市
営
庭
球
場
）

▽
中
学
男
子
H
小
海
．
正
信
、
尾
身
浩

（
名
ヵ
山
）
▽
中
学
女
子
H
庭
野
京

子
、
庭
野
幾
代
（
†
日
町
中
）
▽
高

校
男
子
H
数
藤
和
義
、
高
橋
久
義

（
十
高
）
▽
一
般
女
子
H
金
子
み
ち
よ

須
藤
裕
子
（
十
高
）
▽
一
般
男
子
”
高

橋
樹
夫
、
摺
沢
清
次
郎
（
十
高
）

一日最高1、602人
　市民プール入場者 　

　
　
去
る
七
月
＋

　
　
八
日
か
ら
八
月

　
　
末
日
ま
で
開
場

者
さ
れ
た
市
民
プ

場
－
ル
の
利
用
状

入
曇
こ
の
ほ
ど

レ
ま
と
ま
り
ま
し

た
。

そ
の
結
果
、

昭
和
四
＋
五
年

度
の
入
場
者
は

昭
和
四
＋
四
年

度
に
比
べ
て
全

体
で
四
百
四
＋

六
人
の
増
、
一

日
最
高
入
場
者
が
七
月
二
十
六
日
の

千
六
百
二
人
、
一
日
最
低
が
八
月
十

六
日
の
二
十
三
人
と
な
り
ま
し
た
。

以
下
詳
細
は
つ
ぎ
の
と
お
り
。

（
）
内
は
昭
和
四
十
四
年
度
実
績

昭
和
四
十
五
年
度
入
場
者
数

　
　
　
二
万
三
千
六
百
二
十
四
人

　
　
　
（
二
万
三
千
百
七
十
八
人
）

金
額

　
　
　
五
十
三
万
一
千
百
三
十
円

　
　
（
五
十
万
四
千
七
百
四
†
円
）

内
訳

高
校
生

子
供

大
人

　
　
千
九
百
六
十
三
人

　
　
（
二
千
八
十
八
人
）

　
七
千
八
百
九
十
三
人

（
八
千
四
百
八
十
六
人
）

一
万
三
千
七
百
六
十
八
人

（
一
万
二
千
六
百
四
人
）

市
立
学
校
の
水
泳
授
業

　
　
　
　
　
　
三
百
二
十
八
人

　
　
　
　
　
（
七
百
七
十
二
人
）

　
　
人
権
週
間
写
真
コ
ソ
テ
ス
ト

　
関
東
人
権
擁
護
委
員
会
連
合
会
は
、
人
権
週
間
行
事
の
一
つ
と
し

て
、
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
つ
ぎ
の
と
お
り
作
品

を
募
集
し
ま
す
。

▽
題
材
日
常
生
活
に
お
け
る
表
情
豊
か
な
人
間
関
係
を
描
い

　
　
　
　
　
た
も
の

▽
サ
イ
ズ
　
黒
白
…
…
キ
ャ
ビ
ネ
以
上

　
　
　
　
　
カ
ラ
ー
…
…
自
由
（
ス
ラ
イ
ド
、
ブ
リ
ン
ト
共
）

▽
締
め
切
り
　
十
一
月
二
十
日

▽
送
り
先

　
　
　
　
　
東
京
都
中
央
区
築
地
六
丁
目
二
十
番
六
号

　
　
　
　
　
　
東
京
法
務
局
人
権
擁
護
部
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
関
東
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
あ
て

▽
賞
　
金

　
推
薦
一
名
三
万
円
。
特
選
二
名
各
五
千
円
。
入
選
十
名
各
千
円
。

　
佳
作
ご
十
名
記
念
品
。

▽
応
募
上
の
注
意

　
各
作
品
ご
と
に
応
募
票
（
自
作
で
も
可
）
に
必
要
事
項
を
書
き
込

み
貼
付
す
る
。

作
品
は
末
発
表
の
も
の
で
、
応
募
枚
数
は
制
限
し
な
い
。

　
な
お
く
わ
し
い
こ
と
は
、
市
社
会
福
祉
事
務
所
に
お
間
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　
　
統
一
地
方
選
挙
の
標
語
を
募
集

　
明
年
四
月
は
、
統
一
地
方
選
挙
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

地
方
行
政
の
に
な
い
手
と
な
る
人
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
人
を
選
ぶ

た
め
の
選
挙
標
語
を
つ
ぎ
の
要
領
で
募
集
し
ま
す
。

幽
、
締
め
切
り

　
十
月
三
十
一
日
（
土
）

一
一
、
応
募
要
領

　
応
募
標
語
は
自
作
末
発
表
に
限
る
。

　
官
製
は
が
き
一
枚
に
一
句
と
す
る
。
（
一
人
二
枚
が
限
度
）

　
住
所
、
氏
名
、
年
令
、
職
業
を
明
記
す
る
こ
と
。

三
、
応
募
標
語
の
送
り
先

　
財
団
法
人
明
る
く
正
し
い
選
挙
推
進
全
国
協
議
会

　
東
京
都
千
代
田
区
平
河
町
二
の
六
麹
町
会
舘
内

四
、
賞
金

　
一
等
　

一
人
　
　
三
万
円

　
二
等
　
　
三
人
　
　
　
各
一
万
円

　
三
等
　
　
十
人
　
　
　
各
三
、
干
円

　
佳
作
　
　
若
干
人
　
　
記
念
品

く
わ
し
い
こ
と
は
、
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　
　
銃
砲
、
刀
剣
等
は
必
ら
ず
登
録
を

　
　
　
　
　
η
日
に
登
録
審
査
会

　
新
潟
県
教
育
委
員
会
は
、
つ
ぎ
の
日
程
で
銃
砲
刀
剣
類
登
録
審
査

会
を
開
き
ま
す
の
で
、
銃
砲
刀
剣
類
の
所
持
者
で
ま
だ
未
登
録
の
方

は
必
ら
す
登
録
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

▽
日
時
　
十
月
二
十
二
日
午
前
九
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

▽
会
場
　
市
公
民
舘
本
舘

▽
当
日
持
参
す
る
も
の

　
①
、
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
銃
砲
、
刀
剣
類
と
「
銃
砲
刀
剣
類

　
　
　
発
見
届
出
受
理
証
」

　
②
、
登
録
手
数
料
四
、
百
円
（
一
件
）

　
③
、
印
鑑

一380
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農
地
法
大
巾
に
改
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
農
地
の
効
率
化
を
目
途
に

　
農
地
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

が
、
去
る
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し

た
。

　
こ
の
改
正
は
、
現
在
の
自
作
農
主

義
か
ら
農
地
の
効
率
的
利
用
と
い
う

面
を
と
り
入
れ
た
こ
と
が
大
き
な
特

色
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
た
と
え
ぱ
ヤ
　
　
に
よ
る
き
　
　

改
正
点
の
主

　
上
限
面
積
の
制
限
を
廃

　
止

　
農
地
の
権
利
取
得
後
、
面
積
が
三

診
以
上
に
な
る
場
合
、
自
家
労
働
を

中
心
に
や
れ
る
農
家
だ
け
が
許
可
さ

れ
た
が
、
今
後
経
営
主
ま
た
は
世
帯

員
が
常
に
農
業
に
従
事
す
る
な
ら
ば

無
制
限
に
認
め
ら
れ
る
。

　
下
暇
面
積
の
制
限
が
五

　
十
7
ー
ル
に
引
き
上
げ

　
ら
れ
た

　
い
ま
N
で
は
三
†
1
を
持
っ
て
い

る
か
、
新
た
に
農
地
を
取
得
し
た
後

に
三
十
1
に
な
れ
ぱ
自
由
に
農
地
を

買
っ
た
り
借
り
た
り
で
き
た
が
、
今

後
改
正
に
よ
っ
て
五
十
1
に
な
ら
な

け
れ
ぱ
新
た
に
権
利
を
取
得
で
き
な

用
、
農
業
生
産
法
人
に
よ
る
大
規
模

経
営
の
育
成
、
農
協
に
よ
る
請
負
耕

作
、
未
利
用
地
の
草
地
利
用
な
ど
が

大
巾
に
と
り
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
以
下
改
正
の
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
な
お
く
わ
し
い
こ
と
は

市
農
業
委
員
会
事
務
局
に
お
問
い
合

せ
く
だ
さ
い
。

な
内
容

く
な
っ
た
。

　
こ
れ
は
、
零
細
な
農
業
経
営
者
が

再
生
産
さ
れ
る
の
を
防
ぐ
た
め
行
な

わ
れ
た
も
の
で
す
。
ま
た
、
下
限
面

積
五
十
〆
に
つ
い
て
新
潟
県
で
は
五

段
階
位
に
区
分
し
当
市
は
、
旧
十
日

町
旧
中
条
地
区
は
四
十
1
、
他
の
地

区
は
五
十
1
と
な
り
ま
し
た
。

　
創
設
震
地
も
貸
付
が
で

　
き
る

　
農
地
改
革
に
よ
っ
て
自
作
地
に
な

っ
た
農
地
で
も
、
売
渡
し
を
受
け
て

十
年
を
経
過
し
た
も
の
は
自
由
に
貸

付
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
こ
れ
は
、
借
地
に
よ
っ
て
農
地
を

流
動
化
さ
せ
る
必
要
か
ら
行
な
わ
れ

た
。

　
農
地
移
動
の
許
可
権
が

　
大
部
分
農
業
委
員
会
に

　
移
さ
れ
る

　
農
業
委
員
会
の
許
可
権
は
、
賃
借

権
、
使
用
貸
借
の
権
利
移
動
に
限
ら

れ
て
い
ま
し
た
が
（
所
有
権
は
県
知

事
）
居
住
地
内
で
の
個
人
間
の
農
地

の
権
利
移
動
は
、
農
業
委
員
会
の
許

可
で
よ
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

（
他
市
町
村
に
ま
た
が
る
権
利
移
動

と
農
業
生
産
法
人
等
の
権
利
移
動
は

椒廃

麟

ql、、

証労面積
ll

博
－
一
亀

経営面積はいくら大きくてもよい

知
事
の
許
可
が
必
要
）

　
賃
貸
借
の
解
約
制
限
の

　
緩
和

　
小
作
地
を
返
し
て
も
ら
う
と
き
は

知
事
の
許
可
が
必
要
で
し
た
が
、
つ

ぎ
の
場
合
は
、
賃
貸
借
の
解
約
等
に

っ
い
て
知
事
の
許
可
を
必
要
と
し
な

く
な
り
ま
し
た
。

ω
、
地
主
と
小
作
の
合
意
解
約
が

そ
の
小
作
地
を
引
き
渡
す
期
限
前
六

ヵ
月
以
内
に
成
立
し
た
合
意
で
そ
の

旨
が
、
書
面
で
明
ら
か
で
あ
る
も
の

㈲
、
十
年
以
上
の
期
間
を
定
め
た
定

期
賃
貸
借
の
期
間
が
終
了
し
た
場
合

の
更
新
拒
絶
。

　
小
作
地
の
所
有
制
限
を

　
緩
和

　
小
作
地
の
所
有
制
限
は
、
つ
ぎ
の

よ
う
に
緩
和
さ
れ
ま
し
た
。

ω
、
不
在
地
主
は
小
作
農
地
の
所
有

を
一
切
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
離

農
す
る
農
家
が
在
村
し
て
い
た
と
き

十
年
間
以
上
所
有
し
て
い
た
農
地
に

つ
い
て
へ
親
子
二
代
に
限
っ
て
不
在

地
主
と
な
っ
て
も
在
村
地
主
な
み
の

小
作
地
所
有
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

そ
す
る
よ
う
な
こ
と
は
、
な
い
よ
う

に
し
た
い
。
そ
れ
か
ら
、
こ
の
学
校

は
、
ほ
か
の
大
き
な
学
校
の
よ
う
に

い
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
な
い
け
れ
ど
、

毎
日
み
ん
な
が
、
少
し
づ
つ
石
を
ひ

ろ
っ
た
り
、
へ
ん
な
と
こ
ろ
を
な
お

し
た
り
す
れ
ぱ
、
大
き
な
学
校
に
ま

ω
、
不
在
、
在
村
を
問
わ
す
農
業
生

産
法
人
の
構
成
員
が
そ
の
法
人
に
貸

し
つ
け
て
い
る
小
作
地
は
、
所
有
制

限
が
な
く
な
っ
た

ロコロコココ謂頁耕黛ぢ

盤

農協に限り請負耕作がてきる、また、農業経営も委託てきる

　
農
業
生
産
法
人
の
要
件

　
を
緩
和

　
今
ま
で
農
業
生
産
法
人
と
す
る
に

は
、
厳
し
い
条
件
が
つ
け
ら
れ
て
い

ま
し
た
が
、
改
正
で
つ
ぎ
の
要
件
だ

け
で
よ
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ω
、
農
業
専
業
で
あ
る
こ
と
。

ω
、
法
人
の
構
成
員
が
す
べ
て
の
農

地
を
法
人
に
貸
し
た
り
出
資
し
て
い

る
者
か
、
法
人
の
事
業
に
常
時
従
事

し
て
い
る
者
で
あ
る
こ
と
。

　
農
協
に
農
業
経
営
を
委

　
託
す
る
こ
と
が
で
き
る

　
農
協
だ
け
が
請
負
耕
作
を
公
認
さ

れ
、
農
協
以
外
の
者
の
請
負
耕
作
は

公
認
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
農
地
保
有
合
理
化
法
人

　
を
新
設

　
農
地
保
有
の
合
理
化
事
業
（
規
模

拡
大
、
集
団
）
を
行
な
う
た
め
の
法

縷轡

自動車などを使って実演
危険物取扱主任者の講習会

　
市
消
防
本
部
は
、
去
月
二
十
二
日

市
役
所
で
危
険
物
取
扱
主
任
者
上
級

講
習
会
を
開
き
午
後
か
ら
滝
文
寮
広

場
で
消
火
器
に
よ
る
防
火
方
法
の
演

習
も
行
な
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
百
三
十
人
が
受
講
、
石

油
、
ガ
ソ
リ
ン
、
プ
ロ
パ
ン
、
油
火

災
な
ど
の
防
火
方
法
を
中
心
に
行
な

わ
れ
、
自
動
車
二
台
と
オ
ー
ト
バ
イ

な
ど
も
使
っ
た
実
演
に
受
講
者
は
真

剣
な
表
情
で
防
火
作
業
に
け
ん
め
い

で
し
た
。

人
の
設
立
を
認
め
、
そ
の
法
人
が
農

地
の
売
買
、
貸
借
な
ど
の
た
め
に
農

地
を
所
得
す
る
こ
と
を
許
可
し
ま
し

受
講
者
を
募
集

　
　
　
農
業
者
転
職
訓
練

§
い
§
§
§
§
§
§
い
“
い
§
い
§
§
襲
輪
§
い
§
§
§
§
襲
§
騎
い
§
§
§
い
§
§
§
“
い
§
§
襲
§
§
§
畿
“
§
§
い
§
§
い
§
§
“
§
§
§
§
い
襲
“
§
“
§
§
§
§
§
巌
§
“
い
§
い
§
旨

　
　
　
　
　
　
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
盛

　
　
　
　
　
　
ぼ
　
　
　
ろ

　
　
　
　
　
　
　

峰
説
聡

　
わ
た
し
の
ゆ
め
は
、
先
生
に
な
り

た
い
こ
と
で
す
。
わ
た
し
は
、
小
さ

い
と
き
か
ら
な
り
た
い
と
思
っ
て
い

た
の
で
す
が
、
夏
休
み
の
あ
る
日
、

み
ち
さ
ん
に
、
勉
強
を
教
え
て
い
た

ら
、
み
ち
さ
ん
の
お
か
あ
さ
ん
が
き

て
、
「
か
し
こ
さ
ん
は
、
頭
も
い
い

し
、
教
え
万
も
じ
ょ
う
す
だ
ん
が
、

先
生
に
な
る
と
い
い
よ
。
」
と
い
わ

れ
て
か
ら
先
生
に
な
り
た
い
心
が
大

き
く
な
っ
た
の
で
す
。

　
わ
た
し
は
、
と
き
ど
き
勉
強
す
る

の
が
い
や
に
な
っ
て
た
い
く
つ
す
る

と
き
が
あ
り
ま
す
。
先
生
に
な
る
に

は
、
ま
す
そ
う
い
う
こ
と
を
な
く
し

て
、
い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
に
勉
強

に
と
り
く
ま
な
け
れ
ぱ
な
り
ま
せ
ん

そ
れ
か
ら
、
中
学
を
卒
業
し
、
高
校

に
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
わ
た
し
は
、
小
さ
い
と
き
「
高
校

に
い
っ
て
大
学
に
い
が
ん
だ
。
」
と

て
い
が
ね
げ
だ
し
、
い
ま
は
米
が
あ

ま
っ
て
い
て
安
い
し
。
」
と
い
っ
た

の
を
き
い
て
か
ら
、
わ
た
し
は
、
ひ

る
は
、
は
た
ら
い
て
夜
い
く
定
時
制

で
も
い
い
、
定
時
制
で
も
り
っ
ぱ
な

高
校
だ
と
思
っ
た
。

　
高
校
を
卒
業
し
て
大
学
に
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
わ
た
し
は
、

「
わ
た
し
の
ゆ
め
」

　
　
　
　
　
　
野
中
小
学
校
五
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
　
山
　
か
し

い
っ
た
と
き
、
お
と
う
さ
ん
と
お
か

あ
さ
ん
は
、
「
高
校
に
は
、
だ
さ
れ

る
ど
も
大
学
に
は
、
だ
め
だ
べ
。
」

と
い
い
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
、
こ
の
ま
え
、
お
と
う
さ

ん
と
お
か
あ
さ
ん
と
お
ぱ
あ
さ
ん
と

話
し
て
い
る
の
を
、
き
く
と
「
邦
夫

は
、
こ
の
ま
ま
だ
と
農
業
を
つ
づ
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

大
学
で
は
、
ね
っ
し
ん
に
勉
強
し
て

す
ぐ
に
で
も
卒
業
さ
れ
る
よ
う
に
し

た
い
。
大
学
を
卒
業
し
た
ら
、
こ
の

野
中
小
学
校
に
き
て
、
先
生
に
な
っ

て
、
ど
の
学
校
に
も
ま
け
な
い
よ
う

な
明
る
く
、
楽
し
い
、
き
れ
い
な
学

校
に
し
た
い
。

　
そ
し
て
生
徒
も
明
る
く
、
め
そ
め

け
な
い
く
ら
い
な
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
な

る
と
思
う
。

　
そ
れ
か
ら
こ
の
学
校
に
は
、
ピ
ア

ノ
や
オ
ル
ガ
ン
な
ど
、
い
い
も
の
は

な
い
。
そ
れ
に
、
理
科
に
つ
か
う
実

験
用
具
も
あ
ま
り
な
い
し
、
い
い
も

　
農
業
者
転
職
訓
練
は
、
他
産
業
に

就
職
を
希
望
す
る
農
業
従
事
者
に
必

要
な
技
能
と
知
識
を
与
え
、
よ
い
雇

用
条
件
で
就
職
で
き
る
よ
う
に
行
な

う
も
の
で
、
十
月
か
ら
う
ぎ
の
県
立

専
修
職
業
訓
練
校
で
実
施
し
ま
す
。

　
訓
練
受
講
希
望
者
は
、
至
急
入
校

手
続
き
を
お
と
り
く
だ
さ
い
。

県
立
新
潟
専
修
職
業
訓
練
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
新
潟
市
）

　
板
金
、
溶
接
、
建
築
、
事
務
科

の
も
な
い
。

　
だ
か
ら
、
わ
た
し
は
、
す
こ
し
づ

つ
貯
金
し
て
実
験
用
具
を
す
こ
し
で

も
買
っ
て
や
り
た
い
。
そ
れ
か
ら
、
こ

の
学
校
に
は
、
い
ろ
い
ろ
の
花
が
な

い
の
で
、
わ
た
し
は
、
い
ろ
い
ろ
の
所

か
ら
、
い
ろ
い
ろ
の
た
ね
や
、
球
根

な
ど
を
あ
つ
め
て
、
学
校
の
ま
わ
り

や
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
ま
わ
り
や
、
門

の
と
こ
ろ
に
、
花
の
な
え
を
植
え
て

き
れ
い
な
花
を
さ
か
せ
て
「
花
の
学

校
」
と
い
わ
れ
る
く
ら
い
に
し
て
み

た
い
。担

任
批
評
教
諭
・
広
田
誠

　
未
来
に
向
っ
て
、
大
き
い
夢
も
い

い
で
し
ょ
う
。
こ
の
作
文
を
読
む
と

大
き
い
と
か
、
小
さ
い
と
か
い
う
の

で
は
な
く
、
し
っ
か
り
と
じ
ぶ
ん
の

目
で
、
じ
ぶ
ん
の
考
え
で
、
家
を
み
つ

め
、
学
校
を
み
つ
め
、
社
会
の
こ
と

を
、
つ
か
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。

県
立
上
越
専
修
職
業
訓
練
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
高
田
市
）

溶
接
、
建
築
科

県
立
柏
崎
専
修
職
業
訓
練
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
柏
崎
市
）

　
建
築
、
建
築
ブ
ロ
ッ
ク
科

県
立
三
条
専
修
職
業
訓
練
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
条
市
）

溶
接
科

県
立
魚
沼
専
修
職
業
訓
練
校

　
　
　
　
　
　
　
　
（
堀
之
内
町
）

建
築
、
左
官
科

▽
受
講
資
格

一
、
現
在
農
業
に
従
事
し
て
い
る
人

一
二
、
公
共
職
業
安
定
所
に
求
職
申
し

込
み
を
し
て
い
る
人
で
、
そ
の
申
し

込
み
を
す
る
前
一
年
以
内
に
農
業
に

従
事
し
て
い
た
人
。

三
、
日
雇
労
働
者
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ

ー
な
ど
、
臨
時
的
に
雇
用
さ
れ
て
い

る
人
で
、
安
定
し
た
職
業
に
つ
い
て

い
な
い
人
。

四
、
農
業
構
造
改
善
に
伴
い
、
農
業

以
外
の
職
業
に
つ
こ
う
と
す
る
人
。

▽
訓
練
期
間

　
六
ヵ
月
間
（
魚
沼
の
み
〔
建
築
〕

　
三
ヵ
月
間
）

▽
授
業
料

　
無
料

　
く
わ
し
い
こ
と
は
、
市
農
業
委
員

会
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

『
た
．
こ
の
法
人
は
、
市
閑
、
農
協

な
ど
の
出
資
に
よ
る
公
社
力
考
え
ら
”

れ
ま
す
。

　
小
作
料
統
制
の
緩
和

　
小
作
料
に
つ
い
て
一
筆
ご
と
の
最

高
額
統
制
を
止
め
て
、
地
主
、
小
作
が

相
談
し
て
自
主
的
に
決
め
て
よ
い
こ

と
に
し
、
小
作
料
の
額
が
事
情
の
変

化
で
不
相
当
と
な
っ
た
と
き
は
、
地

主
小
作
の
両
当
事
者
は
、
そ
の
増
額

や
減
額
を
相
手
方
に
請
求
で
き
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
農
業
委
員
会
は
、
農
業
委

員
会
の
さ
だ
め
た
標
準
小
作
料
よ
り

著
る
し
く
高
い
小
作
料
は
、
減
額
勧

告
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

（
現
行
小
作
料
に
つ
い
て
は
、
昭
和

五
十
五
年
九
月
三
十
日
ま
で
存
続
）

　
農
業
委
員
会
に
よ
る
和

　
解
仲
介
制
度
が
定
め
ら

　
れ
た

　
農
業
委
員
会
は
当
事
者
の
双
方
や

一
方
か
ら
紛
争
の
申
立
て
が
あ
れ
ば

会
長
が
事
件
ご
と
に
三
人
の
農
業
委

員
を
指
名
し
て
和
解
の
仲
介
を
行
な

う
こ
と
を
法
律
上
は
っ
き
り
さ
せ

ま
し
た
。

　
遮
反
転
用
に
対
す
る
処

　
分
が
き
び
し
く
な
，
た

　
今
ま
で
は
、
違
反
転
用
は
罰
則
だ

け
で
し
た
が
、
改
正
で
知
事
や
、
農

林
大
臣
が
許
可
の
取
消
し
、
転
用
条

件
の
変
更
、
原
状
回
復
な
ど
を
命
令

で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

〈
赤
い
羽
根
〉

共
同
募
金
に
ご
協
力
を

　
十
月
一
日
か
ら
全
国
一
斉
に
赤
い

羽
根
募
金
運
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。

生
ま
れ
変
わ
っ
た
笠
置　

＋
日
町
市
農
業

委
員
会
（
柳
宗
平

会
長
）
は
、
こ
の

ほ
ど
、
共
同
桑
園

（
三
ッ
山
）
、
圃

場
整
備
事
業
（
笠

置
）
、
治
山
事
業

（
慶
地
）
、
豚
の

放
飼
（
漉
野
）
な

ど
各
地
域
の
農
業

実
情
を
視
祭
し
ま

し
た
。

な
か
で
も
昭
和

四
十
二
年
十
一
月

最
後
の
八
戸
が
離

農
し
て
か
ら
耕
地

は
荒
れ
は
て
た
ま
＼
の
状
態
で
あ
っ

た
笠
置
地
区
は
、
隣
接
部
落
上
田
原

の
人
達
の
努
力
に
よ
り
、
つ
ぎ
の
よ

う
な
耕
地
に
生
ま
れ
か
わ
り
ま
し
た

　
ま
す
、
上
田
原
部
落
の
人
達
は
、

昭
和
四
十
四
年
度
笠
置
地
区
の
圃
場

整
備
を
行
な
い
、
一
診
の
増
反
を
な

し
た
。
ま
た
、
基
幹
作
物
と
し
て
葉

た
ば
こ
な
ど
を
取
り
入
れ
た
。

　
こ
れ
は
、
上
田
原
部
落
の
人
達
が

農
業
経
営
規
模
拡
大
と
自
立
農
家
と

し
て
の
基
盤
を
積
極
的
に
築
く
こ
と

で
あ
り
、
軽
沢
部
落
が
今
秋
全
戸
離

農
す
る
と
い
う
現
在
、
感
慨
深
い
も

の
と
思
わ
れ
る
。

　
【
写
真
は
笠
置
地
区
の
葉
た
ば
こ

　
　
団
地
】

　
十
日
町
市
の
目
標
額
は
、
二
百
八

十
万
九
千
円
で
、
お
寄
せ
い
た
だ
い

た
お
金
は
、
住
民
の
福
祉
活
動
に
役

立
て
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

気
が
る
に
ご
相

談
く
だ
さ
い

　
十
日
町
市
社
会
福
祉
事
務
所
は
、

こ
の
ほ
ど
家
庭
児
童
相
談
室
を
開
設

し
ま
し
た
。
家
庭
児
童
相
談
は
毎
日

行
な
い
ま
す
の
で
（
日
曜
、
祝
祭
日

を
除
く
）
児
童
に
つ
い
て
の
悩
み
ご

と
、
施
設
へ
入
所
、
収
容
の
こ
と
等

気
が
る
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

農
業
者
転
職
相
談

委
員
に
岩
田
さ
ん

　
市
内
新
水
、
岩
田
孫
太
郎
（
四
八
）
さ

ん
は
、
こ
の
ほ
ど
農
業
転
職
相
談
委

員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

（種痘接種）

実施区域　実塑坦迭施時間　　実施場所 1対象者

六箇地区　　　　1后1：30～1：45六箇小学校1
1．2，3期川治地区11器日1后2：・・一2：15

八箇小学校
一部を除く　　　i后2：30～3：15 川治公民館　1．2期

1前9：30～9：50i野中小学校 1．2，3期
　　　　』d1月5昨＿
水沢地区区噛L製旦：20～10：401馬場4・学校
、　

．｝、
』＿　剛10聖想塑」一z腿．墨塵所」

漸座亜図11月6日前9：3・一1・：・・上新座小学校11・2期

太魍堕幽輿1職杢響学校」
＋日町地区i11月10日墜」9：30塑市　｛又劇
川治地区 』部1㈹　　前10：20～11100 市民体育館i

（
対
象
者
の
期
別
）

・
一
期
昭
和
四
十
四
年
七
月
一

　
　
　
　
　
　
　
　
り保

・
二
期

・
三
期

日
ー
昭
和
四
十
四
年
八

月
三
十
一
日
生
れ
の
者

来
年
小
学
校
へ
入
学
す

る
者

来
年
小
学
校
を
卒
業
す

る
者

　
【
注
意
】

・
先
般
申
し
込
み
さ
れ
た
方
と

小
、
中
学
生

・
単
独
で
実
施
す
る
小
、
中
学
校

及
び
事
業
所
、
保
育
所
等
を
除

く
・
そ
の
他
の
地
区
は
十
二
月
実
施

の
予
定

（インフルエンザ予防接種）

　実施場所
東下組小学校
下条中学校

　実施時間
前9：30～10：20

前10：30～11：30

　籾　　日

一10月27臼　　（火）

実施区域

下条地区110鷲0臼
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